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１ はじめに 

 業務の切り出しや職域拡大、新たなスキルへの対応には、

社員一人ひとりの能力を把握し、その強みを活かしていく

ことが重要である。本発表では、企業と福祉機関が連携し

て作成した「ジョブマッチングシート」（以下「JMS」
という。）について報告する。 

JMSは「社員の能力」と「業務に求められる能力」を

それぞれ可視化し、その能力を照合することで、新たな業

務および職域へのチャレンジや、業務のミスマッチを予防

するための支援ツールとして活用を想定している（図１）。 

 

 
図１ ジョブマッチング機能 

 

２ 「ジョブマッチングシート（JMS）」について 

(1) 領域分けと全体像の設計 

就労アセスメントに関するいくつかの先行研究を分析し

た結果、業務スキルに特化した事例が限られていた。その

ためJMSは、働くうえで必要な力を大きく２領域で整理

することとした（図２）。「領域Ⅰ」は基盤となる能力と

して、仕事に向かう姿勢、規律規範の遵守、対人スキル、

日常生活管理などが該当し、ピラミッド式でそれぞれの能

力を支えている。「領域Ⅱ」は業務に必要なスキル面のみ

に着目し、手先の器用さや業務遂行に必要な知識や理解判

断力などに焦点を当てている。「領域Ⅰ」の力を礎として、

「領域Ⅱ」の業務関連スキルを操作することで、業務遂行

に必要な力を発揮するという考え方である。例えばコミュ

ニケーション能力に課題があると、チーム業務のパフォー

マンス低下に繋がることなどが挙げられる。また、これら

の領域における共通項目として「基礎能力」を位置づけて

いる。これは大きさ、向き、色、言語、時間などの概念理

解を指し、適正な業務を検討するうえでの選定要素とする

とともに、要配慮事項の観点としての活用も見込んでいる。 

 

図２ ジョブマッチングシートの設計図 

 

(2) 「領域Ⅰ」の評価項目 

業務を遂行するうえでの基盤となる能力のため、主には

以下の観点で構成している。 

ア 就労能力：仕事への姿勢、納期の遵守、報連相など 

イ 対人能力：ルール・マナー、自己表現、他者理解など 

ウ 職業生活：体調管理、身だしなみ、メンタルケアなど 

(3)「領域Ⅱ」の評価項目 

ア 動作分析の観点を導入 

 業務スキルに関する具体的な項目を作るためには、業務

そのものの性質を掘り下げ細分化する必要がある。そのた

めに用いた手法が「動作分析」である。この手法を用いて

菅野は「職業」を“つかむ”“ひねる”などの「動作」の

レベルまで掘り下げ構成要素を整理した（図３）。また、

業務スキルを項目化するためには、「動作」に加えてそれ

を支える「理解・判断」の要素も重要である。“つかむ”

を実行するために含まれる“つかむ位置”や“力加減”な

どがそれにあたる（図４）。このように、JMSは複合的

に求められる業務スキルを細分化した一つひとつの要素の

集合体と捉え、動作レベルの要素で評価項目を作成している。 

 

図３ 「職業」の構成要素  ※作成：菅野 敦 
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図４ 「動作分析」の一例 

 

イ 動作分析の観点を活用した評価項目 

評価項目は、障害者雇用実態調査の結果と職業情報提供

サイト[jobtag]の情報を活用し、障害のある人が主に携

わっている作業種を分析することで共通項を導き出し設定

した。評価の観点は「動作」「理解判断」「特殊性（活用

頻度が高いため“行為”レベルで記した項目）」の３分類

となる（図５）。 

 

 
図５ 「領域Ⅱ：作業スキル」動作分析における評価項目 

 

ウ 作業アセスメントキットの活用（道具と手順の共通化） 

評価方法は、事前に設定した３つの作業（「計量」「封

入」「洗浄」）を通して実施する。動作分析から導き出し

た評価の観点に着目し、スキルの獲得状況を判断する。 

また、必要な道具と配置、作業手順も定め実施条件と評

価の観点を整えた。これは、評価者毎による判断基準や結

果の相違を減らすことがねらいの一つである（図６）。 

 

 

図６ アセスメントキットによるパッケージ化した能力評価 

  

(4) ジョブマッチング機能 

 各種職業における業務の分析も動作分析により実施した。

「領域Ⅱ」に加え「基礎能力」の評価項目を分析の観点と

し、業務に必要なスキルを具体化することで要素を抽出し

た。それらと「領域Ⅱ」の個人結果を同一項目で照合し、

その一致度を一覧として表示している（図７）。これは職

種や作業毎の適性度を数値化しており、100％に近いほど

適性があるという設定である。 

 

  
図７ 職業適性度一覧 

  

(5) 結果の集約（プロフィールシート） 

 総合結果のページとなるプロフィールシートは、領域毎

の結果をレーダーチャートとパーセンテージで表示してい

る。また、職業適性度は「領域Ⅱ」の結果を職種毎のフィ

ルターで絞った数値となるため、業務遂行を支える「領域

Ⅰ」と掛け合わせることで、その職種において想定される

パフォーマンス度を示している。 

  

 

図８ プロフィールシート 

 

３ おわりに（今後の展望） 

JMSは、企業と福祉機関の二つの組織で検証してきたが、

まだツールとしての出発点に立った段階である。今後は、

より多くのデータを収集し、ジョブマッチング機能の妥当

性を継続検証することで、汎用性を高めていく必要がある。 
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職種
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